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い
よ
い
よ
師
走
。

子
ど
も
園
は
ク
リ

ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト

準
備
、
他
の
職
場

も
12
月
議
会
対
応

や
事
業
予
算
編
成

に
追
わ
れ
て
師
走

を
感
じ
る
職
場
も
多
い
。
年
々

１
年
を
早
く
感
じ
る
と
、
大
昔

に
聞
い
た
先
輩
方
の
言
葉
を
実

感
す
る
。
先
輩
の
言
葉
に
耳
を

傾
け
た
方
が
よ
い
一
例
か
▼
組

合
活
動
も
１
月
予
算
要
求
闘
争

の
準
備
が
始
ま
る
。
確
定
闘
争

の
継
続
課
題
、
６
月
人
員
確
保

闘
争
で
確
認
し
た
人
員
確
保
状

況
、
様
々
な
職
場
課
題
の
解
決

と
要
求
集
約
が
行
わ
れ
て
い
る

▼
育
休
な
ど
権
利
改
善
の
き
っ

か
け
は
職
場
の
困
り
ご
と
の
中

に
あ
る
。
予
算
要
求
闘
争
に
向

け
、
職
場
の
仲
間
と
ざ
っ
く
ば

ら
ん
に
普
段
の
悩
み
か
ら
話
し

合
お
う
。
ま
た
、
職
場
の
個

別
相
談
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談

は
相
談
者
に
と
っ
て
組
合
員
で

あ
る
意
義
が
実
感
で
き
る
▼
小

さ
い
事
で
も
、
そ
ん
な
と
こ
ろ

に
組
織
拡
大
強
化
の
芽
は
あ
る

し
、
全
体
の
職
場
改
善
に
つ
な

が
る
キ
ッ
カ
ケ
で
も
あ
る
。
み

ん
な
で
職
場
を
良
く
し
て
い
き

た
い
も
の
だ
。　

○山
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５～６日　自治労春闘中央討論集会（TOC有明）

７日　県本部囲碁・将棋大会（ひょうご共済会館）

13日　県本部単組代表者会議（ウェブ開催）

当面の日程

参議院議員（自治労組織内）

私は「むしば」ではございません

吉 田 ノ ボ

　

単
組
で
の
交
渉
時
に
当
局
か

ら
「
県
か
ら
の
強
い
指
導
・
助

言
が
あ
る
」
と
の
決
ま
り
文
句

が
よ
く
出
さ
れ
る
。
こ
の「
県
」

と
い
う
の
は
、
市
町
へ
人
事
行

政
へ
の
助
言
を
業
務
と
す
る
総

務
部
県
市
町
振
興
課
を
示
す
こ

と
が
多
い
。

　

自
治
労
兵
庫
県
本
部
は
、
年

２
回
こ
の
市
町
振
興
課
に
申
し

入
れ
を
行
い
、
協
議
の
場
を
持

ち
、
市
町
へ
の
助
言
内
容
や
賃

金
・
労
働
条
件
に
関
し
て
の
見

解
を
確
認
し
て
い
る
。

　

今
年
も
賃
金
確
定
期
に
合
わ

せ
、
11
月
５
日
に
兵
庫
県
庁
内

に
お
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

　

今
回
は
特
に
、
地
域
手
当
の

大
く
く
り
化
に
お
け
る
支
給
率

の
引
き
下
げ
が
示
さ
れ
た
自
治

体
に
対
し
、
特
別
交
付
税
の
ペ

ナ
ル
テ
ィ
ー
が
解
除
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
て
、
人
材
確
保
の
観

点
か
ら
下
げ
な
い
こ
と
へ
の
理

解
を
求
め
た
。

　

市
町
振
興
課
か
ら
は
「
地
域

手
当
の
率
が
人
材
確
保
の
上
で

重
要
な
こ
と
は
理
解
し
ま
す
。

基
本
的
に
は
地
域
民
間
賃
金
水

準
に
合
わ
な
い
こ
と
が
合
理
的

に
説
明
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

下
げ
な
く
て
も
よ
い
」
と
の
見

解
を
引
き
出
し
た
。

　

そ
の
他
に
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス

指
数
や
通
勤
手
当
に
関
す
る
見

解
、
給
与
改
定
に
伴
う
会
計
年

度
任
用
職
員
の
４
月
遡
及
、
高

齢
者
部
分
休
業
制
度
の
条
例
化

な
ど
、
直
面
す
る
課
題
に
つ
い

て
協
議
し
た
。

　

18
項
目
に
及
ぶ
こ
こ
具
体
の

協
議
結
果
に
つ
い
て
は
、
単
組

の
交
渉
材
料
と
す
る
た
め
文
書

を
発
出
す
る
と
と
も
に
、
11
月

６
日
の
県
本
部
決
起
集
会
で
交

渉
結
果
の
報
告
を
行
っ
た
。

見解を引き出す交渉団

県内から約230人が参加

　

す
べ
て
の
職
員
の
賃
金
・
一
時
金
等
の
引
き
上
げ
、
処

遇
改
善
を
求
め
た
確
定
闘
争
強
化
の
た
め
、
県
本
部
は
11

月
６
日
に
神
戸
市
・
ピ
フ
レ
ホ
ー
ル
で
、
決
起
集
会
を
開

催
し
た
。
情
勢
を
共
有
し
、
確
定
闘
争
ヤ
マ
場
に
向
け
た

意
思
統
一
を
行
っ
た
。

　

集
会
冒
頭
、
山
下
忠
之
委
員

長
は
「
賃
上
げ
の
流
れ
と
な
っ

て
お
り
、
こ
の
機
会
に
賃
金
・

労
働
条
件
は
労
使
で
決
め
る
と

い
う
基
本
を
守
り
、
人
員
確
保

に
も
つ
な
げ
て
も
ら
い
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
を
し
た
。
続
い
て

橋
本
成
年
県
会
議
員
よ
り
県
政

報
告
を
受
け
、
尾
西
亮
太
郎
書

記
長
か
ら
は
先
日
の
県
市
町
振

興
課
交
渉
に
触
れ
「
地
域
手
当

は
、
人
材
確
保
の
観
点
か
ら
も

引
き
下
げ
は
さ
せ
な
い
と
強
く

伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
会
計
年

度
任
用
職
員
の
４
月
遡
及
に
つ

い
て
、
市
町
振
興
課
と
し
て
も

遡
及
実
施
は
、
当
た
り
前
と
の

認
識
を
示
し
て
い
る
」
と
情
勢

報
告
を
行
っ
た
。

　

各
ブ
ロ
ッ
ク
の
決
意
表
明
で

は
、
県
職
労
の
井
上
敬
太
さ
ん

は
「
物
価
高
騰
を
上
回
る
賃
金

水
準
引
き
上
げ
、
実
情
に
応
じ

た
国
と
は
違
う
対
応
を
勝
ち

取
っ
て
い
き
た
い
」
と
し
、
神

戸
交
通
労
組
の
藤
野
雄
大
さ
ん

は
「
中
高
年
層
は
物
価
高
に
追

い
つ
い
て
い
な
い
。
人
材
確
保

の
観
点
か
ら
処
遇
改
善
は
急

務
」
ま
た
、
尼
崎
市
職
労
の
久

保
勝
さ
ん
は
「
阪
神
間
で
は
地

域
手
当
削
減
が
示
さ
れ
て
い

る
。
扶
養
手
当
の
見
直
し
も
あ

り
、
情
勢
に
逆
行
す
る
賃
下
げ

は
許
さ
な
い
」
さ
ら
に
姫
路
市

職
の
三
木
大
岳
さ
ん
は
「
振
興

課
交
渉
の
結
果
を
受
け
、
会
計

年
度
の
遡
及
に
前
向
き
回
答
と

な
っ
た
。
遡
及
改
定
を
勝
ち
取

る
」
と
し
、
最
後
に
豊
岡
病
院

労
組
の
西
田
祐
樹
さ
ん
は
「
医

療
従
事
者
の
賃
金
改
善
を
目
的

と
し
た
診
療
報
酬
。
夜
勤
手
当

の
引
き
上
げ
を
要
求
す
る
」
と

そ
れ
ぞ
れ
か
ら
力
強
い
決
意
が

表
明
さ
れ
た
。

　

県
本
部
青
年
部
・
女
性
部
は

11
月
６
日
、
神
戸
市
内
で
確
定

決
起
集
会
を
開
催
し
た
。

　

は
じ
め
に
「
公
務
員
の
賃
金

と
確
定
闘
争
に
つ
い
て
」
澤
田

典
子
女
性
部
長
が
公
務
員
の
給

料
が
決
定
さ
れ
る
経
緯
や
人
勧

の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
説
明
を
行

い
、
８
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
独
自
の
す
ご
ろ
く
を
使
い

組
合
用
語
や
政
治
に
関
す
る
ク

イ
ズ
、
公
務
員
の
賃
金
に
関
す

る
設
題
な
ど
を
幅
広
く
マ
ス
目

に
設
定
し
、
自
身
の
職
場
状
況

を
含
め
初
対
面
で
も
楽
し
く
情

報
共
有
で
き
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
実
施
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
他
市
町
の

状
況
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
」、「
組
合
役
員
を
長
年

担
っ
て
い
る
が
役
員
を
始
め
た

こ
ろ
の
復
習
が
で
き
た
。
改
め

て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」、「
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
で
も
知
ら
な
い
こ

と
ば
か
り
で
勉
強
に
な
っ
た
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
今
村
龍
乃
介
青

年
部
長
が
「
生
涯
賃
金
が
減
っ

て
い
く
中
、
こ
れ
以
上
減
る
こ

と
が
な
い
よ
う
に
組
合
で
た
た

か
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
政

治
に
も
私
た
ち
の
声
を
届
け
、

国
会
で
声
を
上
げ
て
も
ら
う
た

め
、
来
年
７
月
の
参
議
院
選
挙

で
岸
ま
き
こ
さ
ん
の
当
選
を
め

ざ
そ
う
」と
ま
と
め
、閉
会
し
た
。

確定闘争勝利決起集会

納
得
で
き
る
賃
上
げ・処
遇
改
善
を

県
内
全
単
組
が
結
集
し
、交
渉
強
化
へ

県市町振興課交渉

合理的な説明があれば
地域手当の引き下げ不要

すごろくを活用したGW

青年女性「
す
ご
ろ
く
」で
意
見
交
換

組
合
役
員
の
必
要
性
を
再
確
認
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但
馬
丹
波
ブ
ロ
ッ
ク
は
11
月

８
日
、
代
議
員
と
幹
事
団
を
含

め
31
人
の
参
加
の
も
と
、
養
父

市
内
で
第
54
回
定
期
総
会
を
開

催
し
、
経
過
報
告
、
運
動
方
針
、

当
面
の
闘
争
方
針
を
執
行
部
が

提
起
し
、
賛
成
多
数
で
承
認
さ

れ
た
。

　

山
本
陽
一
議
長
は
「
今
年
の

人
事
院
勧
告
で
は
３
年
連
続
と

な
る
引
き
上
げ
勧
告
が
出
さ

れ
、
地
域
手
当
に
お
い
て
は
兵

庫
県
非
支
給
地
も
４
％
が
支
給

地
と
な
っ
た
。
各
単
組
で
の
確

定
闘
争
は
ヤ
マ
場
を
迎
え
て
い

る
が
、
人
勧
完
全
実
施
に
向

け
、
交
渉
を
強
化
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
つ
い

て
は
、
導
入
後
４
年
半
が
経
過

し
、
多
く
の
問
題
点
も
出
て
き

て
い
る
。
検
証
を
含
め
問
題
点

の
洗
い
出
し
を
進
め
、
交
渉
し

て
ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

総
会
で
は
、
豊
岡
市
職
労
の

藤
原
敏
也
代
議
員
か
ら
「
昨

年
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
賃

金
改
善
に
つ
い
て
、
多
く
の
自

治
体
で
俸
給
表
の
遡
及
改
定
が

さ
れ
る
中
、
豊
岡
市
当
局
は
予

算
が
厳
し
い
中
で
市
民
や
議
員

に
説
明
で
き
な
い
と
の
一
点
張

り
で
、
遡
及
改
定
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
今
年
は
春
闘

期
か
ら
会
計
年
度
の
遡
及
適
用

を
訴
え
て
い
る
。
確
定
闘
争
で

は
、
人
材
流
出
を
防
ぐ
た
め
に

も
、
正
規
同
様
に
遡
及
改
定
を

勝
ち
取
っ
て
い
き
た
い
」
と
の

決
意
が
表
明
さ
れ
た
。

新年度の取り組みを確認

　

連
合
兵
庫
第
33
回
地
方
委
員

会
が
10
月
30
日
に
神
戸
市
内
で

開
催
さ
れ
た
。
連
合
兵
庫
を
代

表
し
て
福
永
明
会
長
は
「
今
回

の
総
選
挙
で
は
『
政
治
と
金
』

に
対
す
る
有
権
者
の
審
判
が
く

だ
さ
れ
た
。春
闘
の
課
題
で
は
、

こ
の
３
年
間
、
名
目
賃
金
は
伸

び
た
も
の
の
、
物
価
高
に
よ
っ

て
実
質
賃
金
は
低
下
し
、
日
本

の
賃
金
の
相
対
的
位
置
も
低
い

ま
ま
。
昨
年
の
春
闘
で
は
33
年

ぶ
り
の
５
パ
ー
セ
ン
ト
の
賃
上

げ
を
実
現
し
た
が
生
活
が
向
上

し
た
と
感
じ
て
い
る
人
は
少
な

い
。
２
０
２
５
春
闘
で
は
、
賃

上
げ
の
流
れ
を
定
着
さ
せ
、
広

げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
な
ど

の
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
各
議
案
・
特
別
決

議
が
提
案
さ
れ
、
全
体
で
承
認

し
た
。
ま
た
今
回
、
福
永
会
長

の
退
任
に
伴
い
、
那
須
健
事
務

局
長
が
会
長
に
就
任
し
た
。

あいさつを述べる福永会長

但馬丹波ブロック定期総会

直近の確定闘争に注力
新年度の方針を確認

連合兵庫地方委員会

賃上げの流れを定着させる
福永会長が退任し、那須新会長が就任

【
２
０
２
４
確
定
闘
争
】

　

２
０
２
４
確
定
闘
争
は
「
社

会
と
公
務
の
変
化
に
応
じ
た
給

与
制
度
の
整
備
（
給
与
制
度
の

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
）」
に
つ
い
て

も
勧
告
が
出
さ
れ
、
賃
上
げ
に

加
え
て
給
与
制
度
を
確
立
す
る

重
要
な
た
た
か
い
と
し
て
、
第

１
波
、
第
２
波
を
配
置
し
、
取

り
組
み
を
進
め
た
。

　

現
状
で
は
、
地
域
手
当
の
課

題
を
含
め
、
国
の
見
直
し
を
一

律
に
当
て
は
め
る
の
で
は
な

く
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
人

事
委
員
会
勧
告
や
当
局
回
答
を

引
き
出
し
て
い
る
単
組
が
あ
る

一
方
、
給
与
法
改
正
の
見
通
し

が
現
在
も
不
透
明
で
あ
る
た

め
、
人
事
院
勧
告
を
準
拠
と
し

た
基
本
給
改
定
の
交
渉
が
継
続

と
な
っ
て
い
る
単
組
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
給
与
改
定
に
お
い

て
多
く
の
単
組
で
は
閣
議
決
定

を
待
た
ず
と
も
、
ま
た
閣
議
決

定
を
前
提
に
12
月
議
会
で
の
条

例
改
正
と
年
内
差
額
支
給
を
確

認
し
て
い
る
。
引
き
続
き
年
内

差
額
支
給
の
み
な
ら
ず
勧
告
以

上
の
賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善

に
向
け
て
、
粘
り
強
い
取
り
組

み
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
給
与
制
度
の
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
は
、
地
域
や
組
合
員
に

よ
っ
て
直
接
的
に
賃
金
引
き
下

げ
と
な
る
事
項
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
本
年
の
賃
金
改
定
と
は
切

り
離
し
、
引
き
下
げ
を
許
さ
な

い
姿
勢
で
粘
り
強
く
納
得
い
く

ま
で
交
渉
を
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

な
お
、
地
域
手
当
に
つ
い
て

は
、
特
別
交
付
税
の
減
額
措
置

も
廃
止
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地

域
実
情
を
捉
え
た
闘
争
の
構
築

が
求
め
ら
れ
る
。
と
く
に
地
域

手
当
が
引
き
下
げ
と
な
る
単
組

は
、
継
続
事
項
と
位
置
づ
け
越

年
で
の
取
り
組
み
を
視
野
に
取

り
組
み
を
進
め
る
。

【
反
行
革
・
予
算
要
求
闘
争
】

　

２
０
２
５
反
行
革・
予
算
要

求
闘
争
は
年
度
末
最
後
の
闘
争

と
し
て
予
算
に
絡
む
細
か
な
要

求
を
追
求
す
る
と
と
も
に
、
来

年
度
の
人
員
確
保
闘
争
に
つ
な

が
る
要
求
を
追
求
す
る
。
ま
た
、

確
定
闘
争
の
継
続
課
題
に
決
着

を
つ
け
る
闘
争
（
第
３
波
）
と

位
置
づ
け
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　

２
０
２
５
年
１
月
の
反
行

革
・
予
算
要
求
闘
争
で
の
労
働

条
件
改
善
に
む
け
全
単
組
の
結

集
を
お
願
い
す
る
。

反行革・予算要求に向けて

　

自
治
労
近
畿
地
区
連
絡
協
議

会
（
近
畿
地
連
）
は
、
11
月
１

日
、
奈
良
ホ
テ
ル
で
、
第
71
回

定
期
総
会
を
開
催
し
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た

中
野
勝
利
議
長
（
大
阪
府
本
部
）

は
「
衆
議
院
選
挙
で
は
野
党
が

改
選
前
の
議
席
を
大
幅
に
上

回
っ
た
が
、
給
与
法
案
が
ど
う

扱
わ
れ
る
の
か
は
不
透
明
。
し

か
し
、
そ
れ
に
関
わ
ら
ず
、
各

単
組
で
人
勧
完
全
実
施
、
４
月

遡
及
な
ど
組
合
員
の
期
待
に
応

え
る
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
述
べ
た
。
総
会
議
事

で
は
、新
年
度
方
針
案
、予
算
案
、

ま
た
各
評
議
会
か
ら
経
過
報
告

と
新
年
度
方
針
な
ど
含
め
、
４

議
案
と
も
可
決・
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
今
回
の
役
員
選
出
で
は
中

野
議
長
が
退
任
し
、
和
歌
山
県

本
部
の
加
藤
康
夫
委
員
長
が
新

議
長
と
し
て
選
出
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
近
畿
地
連
に
結
集

す
る
各
府
県
本
部
が
一
つ
と
な

り
、
運
動
の
活
性
化
に
む
け
、

加
藤
新
議
長
の
発
声
に
よ
る
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
総
会
を
閉
会
し
た
。 兵庫からは14人が出席

近畿地連定期総会

近畿地連に結集し、さらなる
運動の活性化を進める

反行革・予算要求闘争（確定第３波）
取り組み日程

　  統一行動日
2024年 1 月25日（金）
1時間ストライキ配置

積
み
残
さ
ず
年
度
末
の
最
終
交
渉
へ

予
算・
人
員
確
保
、確
定
継
続
課
題
に
決
着
を


